
理学専攻 

 

 

  有機合成化学研究室    准教授         松本 浩一   

  Organic Synthetic Chemistry Lab.     Associate Professor         Kouichi Matsumoto 
 
キーワード 

 有機合成化学、有機反応開発、有機電解合成、有

機電子材料、有機薄膜太陽電池 

  organic synthesis, organic reactions, electro organic 

chemistry, organic electronic materials, organic thin film 

solar cell 

 

研究内容 
［１］電解還元により生じる塩基により促進される

シクロプロパン形成反応 

電気エネルギーは、電子そのものを酸化・還元の試 

薬として用いるため、低環境負荷型化学合成として 

近年注目を集めている。分離型電解セルを用いて、 

α -クロロエステル類の電解還元を行うと、 

preparative なスケールで対応するシクロプロパン 

化合物を最高収率 46%で得られた[1]。 

 

［２］Mg 電極還元を用いるアントラセンからの環
骨格形成反応の開発 

Mg 電極を陽極、陰極に用いる有機電解合成は、還 

元力が強く特異な活性種や中間体が生じることが 

以前より知られていた。当研究室では、アントラセ 

ンとエステル類を共存させた条件にて、Mg 電極に 

よる還元を行うと、マグネシウムアントラセン中間 

体を経由すると推定される環骨格形成反応が進行 

することを見出した[2]。 

 
［３］ ベンゾトリチオフェン骨格を中心とするド

ナー・アクセプター型有機分子の合成と非フ
ラーレンアクセプターとしての利用 

有機薄膜太陽電池のフラーレン誘導体に置き換わ
る材料として、図のようなベンゾトリチオフェン骨
格を中心とするドナー・アクセプター型有機分子
1, 2 の合成に成功した。本分子は、P3HT との組み
合わせでは、低い発電効率ながら、有機太陽電池と
して作用する材料であることを明らかにした。また、
本分子を P3HTと PCBMの系に対する第 3の添加剤
として加えると、発電効率の上昇に寄与することを
見出した。AFM による観察により、本分子を第 3

の添加剤として加えると、適度なドメインサイズの
形成を促進して、これが発電効率向上に寄与してい
ることが示唆された[3]。 
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